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１　はじめに
初期社会科 厂八女プラン」 とは，「福岡県八女郡小
学校カリキュラム構成委員会」が1949 年６月 ６日に編
集し， ７月５日に発行した「八女郡小学校カリキュラ
ム試案“THE CURRICULUM YAME PLAN 1949 ”」
のことである。この試案は，昭和22 年版学習指導要領
（試案）に基づいて編集されたものである。（当時の八
女郡とは，現在の筑後市・八女市・八女郡のこと）
。八女郡では，昭和22 年版学習指導要領 （試案） の
発行以来，各学校でカリキュラム編纂 の独自の取り組
みがなされるようになった。しかし，学習指導要領に対
する認識不足やそれまでの指導法に対する考えから抜け
出すことが出来ぬ学校も数多 く見られた。 そこで八女
郡としてのカリキュラム（試案）の編纂に取り組むこと
となった。カリキュラム編纂にいたるまでの経緯を 厂編
集後記」において次のように述べている。
資料１　厂『八女プラン』編集後記JO ）
援助者として教科委貝を決定して（ ２字，
て作成に取 りかかる。時 に四月廿五日。そ
忘れ協議，意見交換，記述と実に涙ぐまし
進と奮闘か幾夜に亘り統行された。其 の間
努力 の結晶は逞に完成されるに到った。
八女プランは，次のような内容構成になっている。
資料２　叩八女プラン』の構成( 筆者抽出)｣(2)
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本小論では，“THE　CURRICULUM　YAME
PLAN 1949 ” （以下，略称「八女プラン」） の編纂方
針･方法・内容を分析し，「八女プラン」 の特質を明ら
かにし，その評価を試みることにする。
－
(福岡県八女郡黒木小学校)
２　カリキュラム試案編纂の基本方針
資料３｢ 八女郡カリキュラム試案編纂につき｣(3)
国民全体に課せられ
るものでしかも此のた現実的課題でこれの実現には忍苦と努力により達成され
事たるや容易に到達されない難事であるか，この課題解決の一切の根底は実に
かかって教青に於げる精神的革新に待つべき点が多大であることは世の識者の
十分了解されていることである。為に従来の教育につき各方面より批判と反省
と拙iFと確信をもって新時代に即する新しい教育の目標，内容， 方法の転向を
真剣に実践的探求されている事もご承知の通りであるO
吾が八女郡教青界に於いても昭和廿四年度の教育方針に「法令によって国家
の理想と教育理念を理解し，郡の社会及び児立生徒の実態に即したるカリキュ
ラムの編成に努め。単元展開の本質を追求しつつ学習指導を確立すると共にそ
の評価の適正なる方法を工夫し教育の推進を期する』と云う項目に即応して小
学校に於いてもその実現の一大事業として今回カリキュラム試案を作成して時
代に要求に即せんと全力を集結してここに本書を編纂した次第である。
八女プラン作成の基本方針の指針となったのは，八
女郡教育方針（昭和24 年度）である。八女プラン作
成の基本方針として
○　八女郡の社会の実態に即すること
○　児童生徒の実態に即すること
○　単元展開の本質を追求するものであること
○　評価の適正なる方法を工夫したものであること
以上４点が，考えられている。
３　カリキュラム試案の構成
(1) 構成の基盤
資料４｢ 構成の基盤｣(Ｏ
① 教育とは其の社会生活の内容を深め，且つ広めると同時に児童が社会生活の
方法に精進せんが為に自己の経験を断へず改造して行く見地に立った。
② 形成せらるべき人問像
イ　理想の社会を認識しうる知性と，その実践のために身を以て自主的に創造
③
イ
口
が大切であ る。
ﾉ丶　然らば社会機能のなかに生活をよりよく生活すると云ふ事 は児 童 の自主的
自己活動により企画，実践，反省する，即 ちプロジェクト によ る自主 的自発
的全我活動であらねばならぬ事 は云うまで もない。
八女プランは，子どもたちの社会的経験を基底にし
て，その拡大・深化を図ることによって，理解・能力・
態度の統一された民主的社会人 の育成を目指している
る。ここで，社会的経験を基底にして学習を展開する
ということは，抽象的な学問の系統によらず，子どもた
ちの現実生活の問題を中心にして社会性活の理解と人
15 －
聞らしい社会生活の実現を求めているのである
。そして，
その中で個の尊厳を希求しているのである
。
このように
，八女プランは，従前の教科によるカリキュ
ラムではなく
，経験に基づく広領域の総合的な学習活
動を目指したのである
。
(2)学習の全体計画
資料５｢学習の全体計画｣(5)
即する人間像，その形成方策より綜合して学習計画を次
を有する者
であるO即ち次ぎ次ぎに迫り
断，解決，処理し得る企画力のある実賎ような学問体系を伝達する教育計画では
せる事を目標とする
。生活の場を与え之
結集される様計画したものであるべく之
為に技術の修練をしたり，より情操を豊にしたり，やリクレーション等により児童の調和的発違をさせるなれば周辺的に考へることが出来る。之を基礎学
澂の主に共同による一般的欲求による学習が主体であるか，之れの々問題解決の学習と又は同一問題解決の為のグループ学習も行る。之れら二つの立場の学習も常に温かい愛情を以て指導すべき
ことにした
。
的に関辿案配し学習をより充実させて行くのである。
八女プランでは
，先に述べた教育観・形成せらるべ
き人間像
・実践的人間形成の方策をもとに，学習を
「生活学習」「基礎学習」「自由研究」の三者によって
組織しようとしている。そして，これら三者を相互有機的に関連させ学習を
ｽ計ﾞ画することが必要であるとしている
。
（3）学習の実施
資料６厂学習実施につき｣(6)
由研究の関辿，それより派生する学習を基礎学習へ又基礎学習に
てより生活学習を充実させる様に遠心力と其の軸の行ふ事が緊要である。
て展開方法や資料，用只，見学，実習，その他あらゆる計画につきる事が大切である。
③一日のプログラム
学習のプログラムは常に児童と予定相談してかかり学校に於いても適切なる方法を考慮する事が大切で常に一日に於いても調和のとれた学習か行はれる事が望ましい。?
?
的に行はるべきものであるから適切なる指導計画のも。その一例として別記の通り
の（お客様ごっこ）の（年の暮の様子をしらべよう）
その資源の（菜園作をしよう）脂導案を入れているので十分研究されて参考にされたい。
実際の学習においては
，生活学習を中心とし，それ
より派生する学習を基礎学習へ，基礎学習により修練
された能力情操を以て自由研究を充実させることとして
いる
。つまり生活学習を学習の軸とし，その外に基礎
学習を
，さらにその外に自由研究を位置付け，生活学
習によって培った能力が遠心力として基礎学習
・自由
研究の中でさらに深まっていく学習を組織することが重
要であるとしている。
さらに
，このような生活学習・基礎学習・自由研究
を相互連関の相力として展開するために
，週の計画・
一日のプログラムを明確にするとともに指導案を立てて
指導することとしている。これらのことにより，日々の教育が継続的・具案的
－
になるとし
，その重要性を主張している。
(4)学習計画の特色
資料７　匚学習計画の特色｣(7)
①生活カリキュラムとした。
児覃の現実生活の意義ある生活を取り上げて
，それを生活することによってよ
りよい生活に高めて行く，生活単元とした。
②教科系列も考慮した。
生活問題解決の学習を中心にしたか，他面教科の主要点を有機的に内面に統一融和する様に考慮した。
③郵土社会の要求を重視した。
郵土社会の実態に立脚して常に郡町村の特色
，要求に応ずると共に，季節的行
事，国家的行事も充分考慮されている。
学習計画の特色は
，生活カリキュラム・教科系列の
考慮
・郷土社会の要求の重視，の３点である。
生活カリキュラムとしては，児童の現実生活の意義
ある生活を取り上げ
，それを生活することによってより
よい生活に高めていく生活単元としたことである
。
教科系列の考慮としては
，生活問題解決の学習を中
心としたが
，他面教科の主要点を有機的に内面に統一
融和するように考慮したことである。
郷土社会の要求の重視としては
，郷土社会の実態に
立脚して常に郡町村の特色
・要求に応じるとともに，
季節的行事・国家的行事も十分考慮したことである。
４　学習計画の構成過程(1)調査研究
資料８｢調査研究｣(8)
①法的根拠による研究イ　日本国憲法と教育基本法と学校教育法並びにその施行（※以下，一行分印刷が不鮮明につき判読不能O）
口　米国教育視察団勧告案より指摘された主要な欠陥は立案上参考にすべき点が多大であった。その主なるものは次の通りである。
○教へる分量を定めて融通性のない劃一化され官僚化された自主性の欠けた教育であったこと。
○地方的特色
，郷土性に欠けたものであり，社会と分離したものであったこと。
○試験第一主義
，知識の蓄積と云う形をとっていたことO
O 民幸主義思想の欠如した教育であった等と云う点にあっか･
学習計画の構成にあたり調査研究を行い
，匚それまで
の日本の教育の欠陥
」として，
・　教える分量を定めて，融通性のない，画一化され
官僚化された自主性の欠けた教育であったこと。
・　郷士陛に欠けたものであり，社会と分離したもので
あったことＯ
・　知識の蓄積という形をとっており，試験第一主義
であったこと。
・民主主義的思想が欠如した教育であったこと
。
の４点を指摘している。
（2）郷土社会研究調査と地域社会の要求
八女郡の社会情勢と地域社会の教育に対する要求を
調査分析し，カリキュラム編成にあだっての留意点を８
点見いだしている。
・　科学的観察・処理能力と科学的生活態度の養成。
・　社会生活における職業の意義理解・職業尊重の態
度，勤労の価値理解・勤労愛好の精神の養成。
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資料９｢ 郷土社会研究と地域社会の要求｣(9)
自然資源に対する保護保全の状況把握と愛護，・自
然資源の改良と開発能力の養成
厚生慰安の価値認識と厚生施設の改善，余暇・善
用の習慣の養成。
健康・安全・幸福のための習慣養成，公衆衛生思
想の涵養。
音楽・美術・文芸等についての基礎的理解と技能
の養成，豊かな情操の陶冶。
子どもとして経済生活に協力する方法の工夫 ・実
践，経済生活の認識深化。
家庭・学校・各種団体等の相互依存関係の理解，
自己の地位と責任の自覚，公徳心の涵養， 共同の福
祉の増進。
（3） 社会機能の分析
資料10｢ 社会機能の分析｣(10)
一般 に紹介されている社会機能を八女郡に適する事項として 次 の通 り協 議決 定
した。
○人 格の発達
○天然資源の保護保全
○交通，運愉，通信
○生命財産の保護保全
○物の生産と分配，消費
○厚生慰安　　　　　　　　 ○政治
○美的宗数的の表現　　　　 ○交際
八女郡の児童生活の実態を，「経験領域及びその発
達」「興味・関心の中心」「学習能力 の発達」「季節的
諸行事」の面から分析・考察し，単元考察の基本を下
記の「単元設定概観」として示している。
（5） 単元設定概観
資料12 「図表，単元設定概観」（12）
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２
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社 会 生 活
○ ○ ▲ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ▲ ○
３ 村や町 の生 活
(郷土 の生 活)
○ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○
４ 八女郡 （ 今・
昔 の 生 活 ）
○ ○ ○ ・ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○
５ 福岡県 （ 現代
日 本 の生 活 ）
○ ○ ○ ○ ○ 瑤 ＠ ・ ○ ○ ● ○ ○ ○
６ 日本より 世界
(外国 の生 活) ○ ○ ○ ○
・ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
単元設定概観として，各学年の学習範囲と社会機能
の関連を図表に表している。
まず学習範囲として，第一学年は 匚家庭・学校・近
所の生活」，第二学年は「‾近所の社会生活」，第三学年
は「村や町の生活（郷土の生活）」，第四学年 は「‾八女
郡（今の生活・昔の生活）」，第五学年は「福岡県 （現
代日本の生活）」，第六学年は「日本より世界 （外匡Iの
関係深い国々の生活）」が示されており，同心円拡大の
考えに立脚していることがわかる。
次に社会機能としては，先に提示した十 項目が示さ
れているが，その中でも三項目については更に分割して
分析されている。つまり，「生命財産の保護保全」が
匚生命の保護保全」と 厂財産の保護保全」に， 厂物の生
産と分配，消費」が「生産」匚分配」厂消費」 のそれぞ
れに，「交通， 運輸，通信, 」が，「交通， 運輸」 と
「通信」にである。
さらにこの図表では， 各学年の社会機能の取り扱い
を，重視するものから軽視するものへ記号で表している。
つまり，瑤→○→○→▲ の順で重から軽への取り扱い
をするというものである。
この図表から八女プランでは，各学年において次の社
会機能の学習に重点を置いたカリキュラム編成を行なお
うとしたことがわかる。
第一学年では，生命の保護保全を第一とし，人格の
発達・物の分配・交際に重点を置いている。
第二学年では，人格の発達・生命の保護保全・物の
分配・通信に重点を置いている。
八女郡に適する社会機能として， 十項目を抽 出して
いる。つまり
・人格の発達　　　　　 ・生命財産の保護保全
・天然資源の保護保全　 ・物の生産と分配，消費
・交通，運輸，通信　　 ・厚生慰安
・政治　 ・教育　 ・美的宗教的の表現　 ・交際
である。
これに対して，冂IIロプラン」では，下記 の八項目を
社会機能としてあげている。
・生産　 ・消費　 ・交通通信　 ・健康　・保全
・政治　 ・教養娯楽　 ・家庭
八女プランの特徴は，「人格の発達」 匚天然資源の保
護保全」「美的宗教的の表現」「‾交際」を社会機能とし
て抽出していることである。
（4） 児童生活の実態の考察
資料ｎ 「‾児童生活の実態考察」（11）
児童生活の実態を考察して
○ 経験領域及其 の発達　　　　 ○興味関心 の中心
○ 学習能力 の発逮　　　　　 ○季節的諸行事
等を取り上げて自主的学習の展開される基盤とした。
以上の諸考察より単元股定 の基本を左記の通りとした。
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第三学年では，人格の発達・天然資源の保護保全・
物の生産・分配・消費・交通運輸などに重点を置いて
いる
第四学年では，天然資源の保護保全を第一とし，人
格の発達・物の生産・分配・消費・交通運輸・政治に
重点を置いている。
第五学年では，物の分配・消費・交通運輸・政治を
特に重視している。
第六学年では，物の生産・分配・通信を特に重視し
ている。
(6) 効果判定の規準
資料13｢ 効果判定の基準｣(13)
常に学習は一人一人の能力に応じて着実に行はるべきものである。その為には
先づ各個々能力を的確に把んでおくと共に学習の結果は絶えず評価をしてその修
練程度を知って殴く必要がある。それは教師の為のみならず児童自身 のものでも
ある。それにより児童に積極的に意欲を昂揚させ自主的に学習する原助力たらし
める為に学習の中に於いても常に工夫して行はれる樣に其の規準を示すことにし
た。其の方法としては色々あるが観察，テスト，評定等考えられる。而して進度
表や能力表等に記入して客観化することは望ましい。
八女プランでは，評価の重要性を強調している。 評
価のなかでも「学習結果は， 絶えず評価をして修練程
度を知っておく必要がある」「学習中に於いても常に工
夫して行はれる様に」とi述べ形成的評価の大切さを強
調している。形成的評価の意義を「児童に積極的に意
欲を昂揚させ自主的に学習する原動力たらしめる」 も
のとし，形成的評価の効果的活用を促している。
また評価の具体的方法を，観察・テストなどに求め
進度表や能力表を用い客観的に児童の能力を評価する
ようにとし，絶対的評価の重要性を主張している。
（7） 生活学習と基礎学習の割合
資料14 「生活学習と基礎学習の割合」（1‘）
学
年☆
社
会
国
語
算
数
理
科
図
工
音
楽
体
育
家
庭
自
由
研
究
総
時
数
生
活
学
習
基
礎
学
習
乗
合
一
年
法 定 時 数 ４ ５ ３ ２ ３ ２ ３ ０ ０ 22
70
％生活学習時数 ７ ３ ３ ２ １ ０ ０ 16 16
基礎学習時数 ２ ２ ０ ０ ２ ０ ０ ６ ６
一
年
法 定 時 数 ４ ５ ３ ２ ３ ２ ３ ０ ０ 22
70
％生活学習 時数 ７ ３ ２
２ ２ ０ ０ 16 16
基礎学習時数 ２ ２ １ ０ １ ０ ０ ６ ６
一一
年
法 定 時 数 ５ ６ ４ ２ ３ ２ ３ ０ ０ 25
65
％生活学習時数 ９ ４ ２ １ １ ０ ０ 17 17
基礎学習時数 ２ ２ １ １ ２ ０ ０ ８ ８
四
年
法 定 時 数 ５ ７ ４ ３ ３ ２ ３ ０ １ 27
65
％生 活学習時数 10 ４ ２ １ １ ０ １ 18 18
基礎学習時数 ２ ３ １ １ ２ ０ ０ ９ ９
五
年
法 定 時 数 ５ ６ ４ ３ ２ ２ ３ ３ ４ 32
60
％生活学習時数 ８ ４ １ １ １ １ ４ 20 20
基礎学習時数 ３ ３ １ １ ２ ２ ０ 12 12
六
年
法 定 時 数 ５ ６ ４ ３ ２ ２ ３ ３ ４ 32
60
％生活学習時数 ８ ４ １ １ １ １ ４ 20 20
基礎学習時数 ３ ３ １ １ ２ ２ ０ 12 12
八女プランでは，学習計画 の中核を生活学習におい
ているため，各学年の法定時数における生活学習の割
合が60 ％以上をしめている。 特に， 低学年は70 ％を
占めており，上学年になるにしたがって，その割合が下
がっている。
教科別に見てみると，たとえば第五学年では，社会・
国語では生活学習が73%, 算数・理科では57%, 図
工50  %, 音楽50  %, 体育33  %, 家庭33 ％とな｡つて
おり，社会・国語の73 ％を筆頭に， 理数教科→芸術
教科→健康教科の順で生活学習の割合が下がっている。
これは，社会・国語が生活カリキュラムの中核であるこ
とを示しているともいえる。
(8) 作成上の留意点
資料15｢ カリキュラム作成上の留意点｣(15)
作成上の留意点を要約すると左記の通りである。
イ　現行教科書を統合するのでなく教科以前の児童の現実生活 に立 って学習 内容
を組織化すること。
口 学習を生活学習と基礎学習とに大別して秩序立てた自由研究 はその個人クルー
プに応じて適切に立案されること力司1ましい。
ﾉ丶　生活学習 は社会科 の作業単元構成の手順を 参考にした。
二 各教科 の学習要領は充分構成の参考 にして内容を構成充実させることにした。
ホ 学習単元を比較的大きくとり学習展開を自由 に取捨選択される様にした。
へ 常に児童 の実態と郷土社会の要求に即応する様努力した。
卜　 評価の規準を示し常に良心的 に効果的に行はれる樣に留意した。
八女プランでは，カリキュラム作成上の留意点を下
記のように７点示している。
○　 児童の現実生活に立った学習内容の組織化。
○　学習を生活学習と基礎学習に大別。自由研究の個
人やグループに応じた立案。
○　生活学習は，社会科の作業単元構成の手順を参考
に。
○　学習指導要領を参考にして，各教科の内容を構成
充実。
○　大単元で学習を組織し，学習展開は自由に取捨選
択が可能なように。
○　児童の実態と郷土社会の要求に即応する努力。
○　評価の規準を明示し，形成的評価に努めること。
このように八女プランでは，児童や地域の実態要求
に即応した生活カリキュラムとして作成し， 形成的評
価に努めることをカリキュラム作成上の留意点としてい
る。
５　単元表
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（1） 単元一覧表
全学年の学習単元を一覧表にまとめている。
この一覧表では，10 項目にわたる社会機能を明示し，
あわせてそれに関係する単元と学習内容を示している。
八女プランが抽出している社会機能 の特 徴であった
「天然資源の保護保全」の社会機能に関しては，６つの
単元が示されている。つまり，匚Ｉ，秋のだのしみ」「ｎ，
春の野山」「Ⅲ，私達と動植物 ・川と生活 ・私達 の村
資料16 匚『八 女 プ ラ ン』 単 元 一 覧 表｣(16)
§単元及び
社会機能
との関係
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
【楽しい
学校】
(1)うれしい
入学式 にい
こう
(2)楽しい友
達と仲よし
になろう
(3)学校めぐ
りを しよう
(4)仲よく遠
足しよう
(5)みんない
いこになろ
つ
(6)鯉のぼり
を 立てよ う
【 強いから
だ】
出体 くらべ
を しよ う
(2)お医者さ
ん ごっこを
しよ う
(3)おいしい給食をいた
だ こう
(4)川あそび
をしよう
(5)夏休みを
丈夫にくら
そう
【秋のだの
しみ】
(1)虫の声を
きこう
ぞ2)お月見を
しよう
(3)楽しい運
動会を しよ
つ
(4)美しい野
山を見にい
こう
-【楽しいお
うち】
【 春の野山】
(1)よい二年
生 になろ う
(2)花つみに
いこう
(3)花ば たけ
にたねを ま
こう
(4)花や さん
ごっこをし
よ う
(5)お茶つみの様子を見
にいこう
【お百姓さ
んとお店】
(1)お百姓さ
んをしらべ
よう
(1)お店しら
べをしよう
(3)たんぽの
ようすをし
らべよう
(4)田植を 見
にいこう
(5)うれしい
夏休みを ど
う
すればよ
いだろうか
【 私達 の為
4こ働く人 】々
(1)夏休 みを
振り返 って
みよ う
(2)お じさん
はどんな に
はたらいているだろ う
(3)お まわり
さん のおし
ごとを しら
べよ う
【私達
と動植
匹
年
回 ２
(圭
ブ
潟
愆 萼
回顋
示
(罌
よう
晉 螫
行
錯
(1)梅雨
ヂ)
オ
侃
滋
圭
士
回鈩
(5)年の
笊
よ
諧
京
詣
こぅ
W 尸
錙
倣
尸
(2)通信
皐
肘 ふ
回晉
ご 肘
綴
べよぅ
Ji 竺
仙
治
全 計
谺
(1)遠足
ヰ
雛 汐
y 計
濛
人々
但
岫)
炎
帝
計 ふ
躋 と
しよ う
俗
訌 そ
ょぅ
粢
ょぅ
尸
俗
説
尸 二
言
言
宗
しよ う
言
ヤ ニ
可
(1)世界
鱗
こう
４
のJI
１楽しい学校
①⑤
２春野の山　 ②
３私達と動植物
①
４八女の資源①
５五年生になっ
て
６新聞とラジ オ
①
生Ｅ
ｊ
莖
１楽しい学校
④⑥
強いからだ①
②③④⑤
秋のだのしみ
③
２私達の為に
働く人々②③
３私達と動物④
川と生 活　 ①
冬の生活　 ②
４八女の資源
②③
５日本めぐり
①②
私達の生 活と
その資源③
６生産と交 易①
明るい社会
①②③
天
然
資源
１秋のだのしみ
④
２春の野山　 ⑤
３私達と動植物
②③⑥
川と生活　 ②
私たちの村
（町） ①
４八女の資 源
②⑤
５私達の生活と
その資 源①②
⑧④⑤⑤⑦
日本めぐり
①②
６生産と交易①明るい社会③
生
産
消
費
分
配
１強いか らだ③
楽しいお うち
①
おうち の近所
④
２春の野山　 ③
お百姓さんと
お店①②③④私達 の為に働
く人　　 ④
学校の近所②
３私達と動植物
私達 の村( 町)
４八女 の資源②
八女 の昔と今
①②
５私達 の生活と
その資源
①②③④⑤⑤６生産と交易
①②③
菰
稽
１お うちの近所
③
２私達の為に働
く人々　　 ⑥
学校の近所④
３川と生活　 ②
私達の村(町)
③
冬 の生活 ③
４八女の交通通
信　 ①②③④
５日本めぐり③
６新聞とラジオ
②③
生産と交易①
世界一周　 ①
１秋のだのしみ
①②③④
楽しいおうち
③④⑤
果
安
おうちの近所
③
２春の野山②④
お百姓さんと
お店　　 ⑤
私達の為に働
く人々　　 ⑦
学校の近所
①③
３私達の村町⑤
冬の生活①③４八女の昔と今
④
５日本めぐり
①②
私達の生活と
その資源③⑤６新聞とラジオ
②③
生産と交易①
明るい社会
①②③
(1)ままごと遊びを しよ
つ
(2踟うちごら
こをしよう
(3)誕生 祝い
をしよう
(4)お正 月遊
びを しよ う
(5)楽しくお
うちで遊ぼ
う
【 おうちの
近所】
(Ｄお友達の
お うちをお
ぼえよ う
(2)近所 のも
のをよ くお
ぼえよ う
(3)ひな まつ
りを
してお
家 の
人や近
所 の人に見
ていただこ
つ
(4)お店ごっ
こをしよう
(5)のり もの
ごっこをし
よ う
(6)近所の春
をむかえに
いこう
(4)秋 の取り入れのよう
すを見にい
こう
(5)消防夫の
仕事を調べ
よう
(6)ゆうびん
やさんご っこを しよう
(7)もうすぐ
お正月
【学 校の近
所】
(D 冬休みの
反省をしよ
う
(2)配給につ
いて調べよ
つ
(3)がくげい
かいをして
お家の
人や
近所の人た
ちをよろこ
ばそう
(4)学校の近
所にはどん
な建物かお
るかしらべ
よう
(5)もうすぐ
三年生
【冬の生活】
(1)新年
(2)寒さ
をどん
な に防
いでいるか調
べよう
(3)生活
が便利
に
なっ
ていることを
調べよ
う
(4)おと
ずれる
春
俳
言
示
ア
豐具
言
ろう
鈩
言
べよう
胆
欝
(2)戦争
と平和
につい
て調べ
よう
【 明る
い社会】
(1)楽し
い家 や
学校に
しよう
(2)住み
よい郷土を き
づこう
(3)明る
い日本
建設に
努力 し
よ う
(4)六年
生を省
みて
箔
３私達と動植物
①
明るい社会
③④
４八女の資源①
新聞とラジオ
①
５村や国の政 治
①②
６世界一 周①②
膂
４八女 の交通通
信　　　 ①
５村や町の政治
①②
６新聞とラジオ
①②③
明るい社 会
①③
管
姿
１秋のたのしみ
①②④
２春の野山
②③④
私達の為に働
く人 々　　 ⑦
３私達と動植物
②
私達と村町 ⑤冬の生活　 ①
４八女 の昔と今
④
５日本めぐり②
私達 と生活と
その資 源①④村や国 の政治
①
世界一周①②
§|
１楽しい学校
②④⑤
秋の楽 しみ③
楽しいお うち
①②③④
お家 の近所
①③
２私達 の為 に働
く人々　　 ⑥
３私達 の村町
②⑤
冬 の生活　 ①
４八女 の交通通
信　　　 ①
５私達の生活と
その資源　 ⑥
６新聞と ラジオ
②
世界一周　 ②
（町）」［"IV, 八女の資源］「ｖ，私達の生活とその資源・
日本めぐり」「Ⅵ，生産と交易・明るい社会」である。
これらの単元の中には，社会機能「天然資源の保護
育成」だけで取り扱うのではなく， 他の社会機能と関
連して取り扱う単元も見られる。例えば「ｎ，春の野
山」は。社会機能「人格の発達」や「物の牛庠・消費・
分配」「厚生慰安」「美と宗教」でも取り扱うようになっ
ている。
―  19 ―
しか も単 元 の下 に① ② な ど の番 号 が うた れて いる 。　こ
れ は， 単 元 におけ る学 習 内 容 を 表 す ものであ る。例え ほ
「人 格 の 発 達 」 に 関 す る内 容 は 「 春 の 野 山 ① 」 で あり ，
厂天 然 資 源 の 保 護 育 成 」 に関 す る内 容 は 「 春 の 野 山 ⑤ 」
の内 容 とい うこ と にな る。
そ して， この よう な単 元 及 び 学 習 内 容 が ， 各 学 年 の
カ リキ ュラ ムのな か に位 置 付 け られてい る。 例 え ば ， 第
５学 年 で は，「 五 年 生 にな って」「 日本 めぐ り」「 私 達 の
生 活 とそ の資 源 」「 村 や 国 の政 治 」「 五 年 生 を 省 みて 」
の ５つ の単 元 によ って 構 成 さ れてい る。
さら に， こ れ らの単 元 で は次 のよ うな学 習 内 容 を 位 置
付 けて い る。
Ｏ 「 日 本 めぐ り」 … …（1）遠 足 旅 行 を しよ う （2）観 光 地
めぐりを し よう （3）国 内 各 地 の人 々
Ｏ 「 私 達 の生 活 とそ の資 源」 … … （1）家 を建 て よ う （2）
菜 園 作 りを しよ う （3）誕 生 祝 い を よ う （4）着 物 と 生
活 （5）学 芸 会 を しよ う （6）百 貨 店 と 私 達 の生 活 を 調
べ よう　 閉 発 表 会 を しよ う
○ 「村 や 国 の政 治」 … … （1）村 や国 の生 活 し ら べを し よ
う （2）子 供 議 会を 開 こう
（2） 教育 細 案
八 女 プ ランで は， 上 記 の 単 元 一 覧 表 にそ って 各 学 年
の 全 単 元 ・ 全 学 習 内 容 につ い て の 教 育 細 案 を 示 して い
る。 実 に517 ペ ー ジに ものぼ る膨 大 な もので ある。
例え ば， 第 ５学 年 単 元 「 私 達 の 生 活 と そ の 資 源No.2
菜 園作 りを しよう亅 は， 先 の 「 単 元 一 覧 表 」 に 示 す と
ころ によ れば， 社 会 機 能 の「 天 然 資 源 の 保 護 保 全 」 と
「 物 の生 産 ・ 消 費 ・ 分 配 」 に関 係 して 設 定 さ れた 単 元 ・
学 習 内 容 であ る。
【 目 標 設 定 につ いて 】
資 料17 「 第 ５学 年 単 元 『菜 園 作 りを しよ う』の目 標 」（17）
?
??
?
?
??
?
?
本単元では，単元目標を５点示している。
これらの目標は，「１，･‥‥‥ を理解させ，･‥‥‥ の念
を養う。」「２，･‥‥‥ の知識と技能を身につけ， ……
の念を養う。」「3 ，･……a こついて理解し， …… の習
慣を養う。」「４，･…… を理解し，･…… な態 度と能力
を養う。」「５，･…… を究明し，･…… な態度と能力を
養う。」という形式になっており，「社会認識形成を通
して公民的資質を養う」という社会科の教科目標達成
に向けた目標設定になっている。
また「克服」「打開」「実践的態度」「発明発見」 な
どの言葉が多用されており， 問題解決的な学習を志向
していることがわかる。
【学習展開について】
資料18 「第５学年単元『菜園作りをしよう』 の学習
展開」（18）
生　 活　 学　 習 基　 礎　 学　 習
学　　習　　 展　　 開 国語 理数 技能 音楽 健康 備考
菜Ｗ
を
Ｘ
１　 菜園作りの話合 いをす
(1)
泰
治 の面稜と播 即c つい
てしらべよう。
①学校園の広さや沿革 調
べ
②家で耕作している反 別
調べ
・田畑の面積
・山林原野の面積
・焼畑の面積
・土 地の利 用状況
(季節により土地 の利
用箇所の違いを表 にあ
らわし理由を考える)
・見学して状況をしる
(2)播種期と土地の状況 につ
いてしらべよう。
①１年間の食料の播種 期
を調べ表に表す。
②我が家の果樹 の種 類と
本数記録， 植えられた
年代といわれ。
③果樹と生 活のだのしみ
について話合う
④学校園や家庭の土を 調
べ植物の生育 に色 々な
肥料が必要なこと土 壌
の分類をする。
(3)品種と成長( 性質) につ
いて調べよう。
①米，麦，芋類の品種を
調べ表にする。
②種，ほう，切り抜き，
地下茎から生える植物
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本単元の学習展開は，ｎ の項目によって構成 されて
いる。つまり，
（1）「菜園作りの話し合いをする」（2）「播種期と土地 に
ついてしらべよう」（3）「‾品種と成長（性質） について
しらべよう」（4）匚菜園の設計と播種をしよう」 （5）
「植物の保護について話し合う」（6）「菜園手入の農具
と動力についてしらべよう」 く7）「栽培方法についてし
らべよう」（8）「栽培の歴史について調べよう」 （9）
「‾生産増進をはかるための研究」do)  r労働者とレクレー
ションについてしらべよう」 冊 厂日本農業の現状とそ
の将来についてしらべよう」
である。
この学習展開は，菜園作りという体験活動 （作業）
を通して農業生産に対する科学的知識を養うとともに
八女郡及び日本農業の課題をとらえ，その克服策を子
どもだちなりに探る学習であるといえる。
そして，このような学習 は， 生活学習と基礎学習に
よって授業が行われることが示されている。ｎ の学習
項目は生活学習を中心に展開されるが， 基礎学習とし
ての具体的取り上げ方についても明記されている。
基礎学習は，匚国語」厂理数」「技能」厂音楽」厂健康」
一加－
に分類されている。「理数」 は算数と理科の内容が，
「技能」は図工と家庭科の内容が，匚健康」 は体育の内
容が，具体的に示されているＯ
基礎学習には，「社会」の項目はなく，生活学習のな
かに位置付けられており， 社会科が全学習活動の中核
になっていることがわかる。
【評価規準について】
資料19　 匚第５学年単元『菜園作りをしよう』の評価
基準」（19）
）
活学習が115 分，基礎学 習が125 分， 自由研究が60
分程度となっている。このことから生活学習を中核とし
ながらも，基礎学習に十分な学習時間を割いているこ
とがわかる。
【月曜日分の学習展開】
資料20[ 第５学年　 ９月第２週の学習計画](29)
－
）
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単元の最後には，「評価の規準」が評価方法と共に示
されている。
この評価項目の内容は，先に提示した単元目標の内
容と表裏の関係にあるものであり，目標の達成度をより
具体的に評価できるように設定されている。’また，その
内容は，社会科的内容だけではなく「レコード鑑賞」
「詩の表現」「少数計算」など他教科の内容 項目まで含
む総合的な評価規準となっている。
社会科に関する評価項目については，学習展開 の順
序にそった形で提示されており，形成的評価を求めてい
ることがわかる。
さらに，それぞれの評価項目に対して評価方法が明
示されており，評価を容易にしている。評 価方法は，
「テスト」「観察」「評定」など様々な方法が考えられて
おり，子どもの変容を多面的にとらえようとしていると
いえる。
（3） 学習指導案
第５学年単元「私達の生活とその資源No. 2 …… 菜
園作りをしよう」は， ９月の実施単元として位置付け
られている。この内，第２週分の学習計画と月曜日の
具体的な学習展開は，次のように示されている。
【９月第２週の学習計画】
９月第２週の学習 内容は先に示した教育細案の11
項目のうち, (1) 「菜園作りの話しあいをする。」 （2）
「播種期と土地について調べよう」に対応した範囲となっ
ている。
一日の日程が，生活学習→基礎学習→自由研究の順
序で進んでいる。それぞれの学習時間を合計すると，生
９月第２週の月曜日の学習内容は，単元の導入的役
割をなす部分である。 したがって学習の目標も導入的
色彩を持ったものになっている。菜園作りの計画を作る
活動を通して，菜園と人間生活との依存関係の認識や
面積の測定方法と技能・縮図の読み方，「学校園」 の
歌唱能力，工具の使用技術 の向上などを図ろうとする
ものである。
特に，教育細案において，月曜日分の基礎学習とし
て示されていた「国語・『田園』の表現を具体的に調査J
F理数・作付面積町段畝歩とアールとの関係JF 技能・
簡単なコンパスを作る」厂音楽・歌曲学校園」 厂健康・
陸上運動，走かけっこ」などが生活学習に関連させて
有機的な位置付けがなされている。
また，「輔導の留意点」 として，［…… 全員が学習
に参加する様に ……］’や「…… 児童の欲求を満たす
様 ……」などの表現が見られ，学習の主体は児童であ
り一人一人の子どもたちの個性に応じた学習を展開し
ようとする姿勢を読み取ることが出来るＯ
21 －
資料21　 厂第５学年　 ９月第２週月曜日の学習展開｣(21)
目標
巾　 菜園作りの計画を立てることにより仕事 の内容と時間のわりふりを考え
る計画性を養うと共 に，菜園と人 間生活 の依存関係の認識を深めるo
（2〉 理想的な菜園設計を 計画することにより菜園の面 積測定方法と技能を理
解させ，縮図の読み方 の能力を会得させる。
（3） 歌唱「学校園」を歌 う練習及び三 つの田園舞曲を鑑賞 することにより，
音楽学習の基礎能力を養 うと共に菜園作りへの環境を 編成 し学習意欲を起
させる。
（4） 工具使用技術の向上を図るo
過程
区 分 学　　 習　　 展　　 開 指　導　 の　 留　 意　点
8 : 30･
打合せ
よ ）・連絡事項と昨日の生 活を話合
う。
・今日の生活について話合う。
・朗らかな気
分で学習に入る。
・計画の重要性を各人が認識し
て全員が学習に参加する様に
8:50
生活
学習
10 : 00
嶮
我
１　 菜園作り経験の話合いo
2　 菜園作りについて話合い。
(1)どんな ものを作るか。
(2)菜園の絵あつめをする。
(3)菜園の広さと学級人数。
(4)学級園 の図・縮図かき練習３　 学習計画について話合う。
(1)内容と時間の割り振り
(2)計画と グル ープリーダーを
決め各分担と役割を表に表 す
(3)学習の運営について話合 う
・なごやかな気 分で 話合う。
・要点をつかんで要領よ く発表
する態度を養う。
・
児童の欲求を満たす様考慮し
各種の能力 を練る計画を導く。
・発展的に学習を導いていく。
・定められた時間
内 に充実した
内容を持つよう計画を立てる
能力を養うｏ
・学
習を合理的に発表させる様
・ゼスチ ャアを使って面白く。
帽ぶ鑑賞レコード三つ の田園舞曲 ・曲 に没入して闘く態度を養う・形式と構成の初歩的理解。
10:30
膕 ‰
11 : 15
万万
胼
１　 もっともよい設計について
話合う。
巾 菜園花園 の絵をみて話合う
(2)美しい菜園構想を絵に描 く
・絵の共同比正
・理想 的な設計をいろいろ
な角度から見る。
(3)菜園の人 のくらしを話合う２　設計の工夫 による菜園の面
積を測定 する方法を話合う。
・
構想及び資料に基づ く描画
・主 として平面図を中心と して
全体 の構造を考え るよ うに。
・菜園をっ くる人間らしい 願い
を理解させる。
・食と人間生活の相互 の依存関
係を理解させ食物を感 謝して
戴 くよ うに指導する。
・面積 の求 め方についての経験
を 話合いまとめる。
基
礎
学習
12
縻
の菰
00
１　 面積のあわらし方
・面積の単位について話合う
２　求積法の発見
(1)計算を工夫 する。
(2)計算練習を する。教科書
３　簡単な縮図を 読む技術知る
(1)縮尺縮図の割合
(2)1 : 100等の理解
・練習が効果的に行える方 法を
工夫 する。
１ａ＝百平方メ ートル
1 ha =
百 アール　　 の理解
・自ら
公式を生 み出す方 向に。
・簡単な地図からその縮尺 の割
合を読取り縮 図上の実尺を 考
える活動を通して技能の習得を
昼食
12 : 50
食事講話
・菜園作りの労苦と感謝の気持・食事後の休養を楽しく過ごす
基
祟
習
13
諒
30
羝
１　気分 の整理
(1〉｢村のかじや｣ 合奏練習
(2)和音練習
２　 学校園 の歌を練習する。
(1)視唱，練習
(2)リズムと拍手
(3)歌唱練習
・器楽の調和を味 わわせる。
・ リズムを
正確に感得させる。
・自然の発声で無理をしない。
・音名唱を早く読 ませるよう。
・ リズムを正しく表現する能力
・楽式の理解o
・ト ミック式な指導法をいれる
4齟 陸上運動走 ・ スポ
ーツマンシップを体得。
・最後まで実行する態度を養う
13
91
習
40
簗
の農
獄に
１　面積 の計算練習をするo
(1)概数 の取り方と計算
・計算練習
４年乗法５年小数
２　 単位について調べる。
(1)単位と実際
(2)縮図上 の長さと実際の割合
(3)面積単位間 の相互関係
・計算技能の向上を図るo
・表した数を理解 するように。
・実測により実際を具体的なも
のとして指導する。
・目測と実測の反復 により漸次
その誤差を短縮 し近似値を求
める能力を養う。
14:20
自叙
麟
･ 終会
１　 グループ編成
・グループ
と製作品の分担
２　 測量 器具製作話合いと製作
(1)
機具( ボール・コ ンパス)
(2)材料・工具 の整備(3) 製作
３　沿革調べ
(1)記録と報告
(2)報告書を説明ふうに書く。
４　終会と話合い
(1)反省と家 の反別調べ打合せ
・材料 の乾燥度を指導 し，その
見分ける能力を 養う。
・道具 に対する知 識と道具 の使
い方を指導する。
・出来上りの検査と工具 の後始
末を する習慣を 養う。
・報告記録の
工夫 と具体的 に資
料を使 って書く能力を養 う。
・一 日を反省することにより日々
進歩向上をめざすよ うにo
６　おわりに
八女プランは 厂序」において，
「構成の具体相は基礎的技能， 知識， 態度面を重視
しつつ，生活経験の立場から其の志向性を展開してい
る一方郡の地域性を考慮するが何処迄も巾の広い発展
性融通性を考慮して構成されている。　この構成 は協同
的研究によって構成されているが其の中核はカリキュラ
ム構成委員の中の専門委員の力によっている。実際的
活用にあたては，この試案を参考として学校の実態に
即して生かされん事を期待するものである。」（22）と述べ
ている。
八女プランの発行後，八女郡内の各小学 校では八女
プランに基づいた授業実践がなされた。 特に， 福島 小
学校（現，八女市立）では，福岡県が制定 した新教育
のための実験校として「統合カリキュラムの構成とその
実際」の研究に取り組んでいる。（現在，この研究の関
する資料は発見されていない。）
戦後の社会科の導入期に， これだけの地域ぐるみの
活動に基づき543 頁にのぼる膨大なカリキュラムを開発
した八女プランは，福岡県内においても当時かなりの評
価と反響を得ることとなった。カリキュラム編纂の専門
委員であった大石哲夫（現性，古賀）氏によれば，「八
女教育出張所長阿部哲郎氏が翌年昭和25 年度に本庁
に栄転されたのは，八女プラン編纂の業績が認められた
ためである。」とのことである。
八女プランの編纂に学ぶべきことは多い。
第一に，八女プランが教育内容・教材編成の基軸に
地域の生活現実や子どもの興味生活経験などを置いて
いたことである。この視点 は， 今日の社会科・生活科
の学習が，子どもの体験や経験，学校外の活動を重視
することと歩調を同じくするものである。
第二に，八女プランは教師の指導に基づきながらも
子どもや地域住民までも巻き込んだ八女地区ぐるみの
活動のもとに開発されたカリキュラムであるということ
である。人材の活用が叫ばれる今日である。年 間指導
計画や指導案の作成に地域住民の積極的参加を促すべ
きである。
《引用文献》
（１）『八女郡小学校カリキュラム試案』八女郡小学校
カリキュラム構成委員会　1949,7,5　P 542
（2 ）同上書　 内容構成（筆者抽出）
（ ３）同上書　P 2　　　 （13）同上書　Ｐ ４
（ ４）同上書　P2　　　(14) 同上書　Ｐ ６
（５）同上書　Ｐ２～３　 （１５）同上書　Ｐ ５～６
（６）同上書　P3　　　 （16 ）同上書　 Ｐ７～１０
（７）同上書　P3　　　 （17 ）同上書　P371
（8 ）同上書　Ｐ３～４　 （１８）同上書　P371 ～378
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